


─荒
あ ら

川
か わ

をはじまりから海
う み

まで見
み

わたしてみた！─



─秩父市─
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武
ぶ

甲
こう

山
ざん

が見
み

おろす秩
ちち

父
ぶ

の町
まち

なみを、荒
あら

川
かわ

は流
なが

れていきます。
荒
あら

川
かわ

の水
みず

は田
た

畑
はた

をうるおし、魚
さかな

やいろいろな生
い

きものを育
そだ

て、
秩
ちち

父
ぶ

に住
す

む人
ひと

々
びと

の暮
く

らしをささえてきました。

秩
ち ち

父
ぶ

を流
な が

れる荒
あ ら

川
か わ

マップ
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──荒
あら

川
かわ

で遊
あそ

ぶ──

ひやっけぇ、ひやっけぇ。荒
あら

川
かわ

の、水
みず

は夏でも、ひやっけぇ。
アユにヤマメにカジュウにウナギ、どれだけとれるか競

きょう

争
そう

だ。
にぎったアユはキュウリのにおい、ウナギはヌルヌルつかめねえ。
夢
む

中
ちゅう

になって遊
あそ

んでいると、体
からだ

のしんまで冷
ひ

えきって、
みんなくちびるむらさきに。
そんなときにはパンツを下

お

ろし、岩
いわ

にぺっとり尻
しり

をおく。
「けっつあぶり」であったまりゃ、元

げん

気
き

になってまた川
かわ

へ。

川
かわ

にまだ入
はい

れぬときは山
やま

遊
あそ

び。
山
やま

に魚
さかな

はいないけど、うまい木
き

の実
み

がなっている。
あまいドドメをほおばれば、手

て

も口
くち

も、ついでに顔
かお

も、まむらさき。
こりゃまたおっかぁにしかられる。
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──山
やま

仕
し

事
ごと

、畑
はたけ

仕
し

事
ごと

──

「おっとぉ、いもをむしたの、もってきた」
「そんじゃ、ちょっくら休

やす

んで、こじゅうはんにすんべえ」

いそがしい田
た

植
う

えのころは、どこの学
がっ

校
こう

もお休
やす

みに。
子
こ

どももみんなかりだされ、てんてこまいの大
おお

わらわ。
田
た

にまだ入
はい

れぬ小
ちい

さい子
こ

でも、水
みず

くみ子
こ

守
もり

りメシはこび、
なんでもかんでもやらされた。
すこし大

おお

きくなったなら、親
おや

にまじって苗
なえ

植
う

える。
まっすぐきれいに植

う

えられりゃ、ちょっぴりおとなの仲
なか

間
ま

入
い

り。

田
た

植
う

え以
い

外
がい

のときだって、手
て

伝
つだ

うことはいっぱいだ。
朝
あさ

メシ前
まえ

の朝
あさ

づくり。
ボヤをひろって家

いえ

まではこぶ。
背
しょ

負
い

子
こ

にどれだけ背
せ

負
お

えるか、みんなで競
きょう

争
そう

したもんだ。
武
ぶ

甲
こう

のお山
やま

と機
き

関
かん

車
しゃ

も、笑
わら

ってそれをながめてる。

7
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──家
いえ

のお手
て

伝
つだ

い──

夏
なつ

が終
お

わって秋
あき

が来
き

て、柿
かき

の実
み

赤
あか

くそまったら、
今
こん

度
ど

はみなで干
ほ

し柿
がき

づくり。
柿
かき

をとるときゃ気
き

をつけろ。
あわててはしごをふんばずし、落

お

ちて泣
な

く子
こ

がいつもいる。

柿
かき

の実
み

いっぱいとったなら、一
ひと

つ一
ひと

つと皮
かわ

をむき、
シュロの葉

は

さいた細
ほそ

ひもで、ヘタを結
むす

んで軒
のき

つるす。
むいた皮

かわ

でもすてねえぞ。
干
ほ

せば実
み

よりも、はよ食
く

える。
ムシャムシャムシャムシャ……やっぱり皮

かわ

よりゃ、実
み

のほうがあまい。
冷
つめ

たい風
かぜ

にさらされて、干
ほ

し柿
がき

どんどんあまくなれ、あまくなれ。
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──楽
たの

しい行
ぎょう

事
じ

──

「とおかんやとおかんや、朝
あさ

ぼた餅
もち

に昼
ひる

だんご、
夜
よる

そば食
く

ったらひっぱたけ」
旧
きゅう

暦
れき

の十
じゅう

月
がつ

十
とお

日
か

はとおかんや。
ワラを丸

まる

めたワラでっぽう、持
も

った子
こ

どもら地
じ

面
めん

をたたき、
夜
よる

にあちこち家
いえ

回
まわ

る。
地
じ

面
めん

をたたけばモグラが逃
に

げる、モグラ逃
に

げれば作
さく

物
もつ

そだつ。
モグラ退

たい

治
じ

のごほうびに、回
まわ

った家
いえ

々
いえ

菓
か

子
し

くれる。
なかには小

こ

銭
ぜに

を出
だ

す家
いえ

も。
それを知

し

る年
とし

かさの子
こ

はまっ先
さき

に、その家
いえ

めざしてつきすすむ。

年
とし

明
あ

けて、正
しょう

月
がつ

すぎれば小
こ

正
しょう

月
がつ

。かいこ飼
か

う家
いえ

は毎
まい

年
とし

めえ玉
だま

さし。
モロコシっ粉

こ

や米
こめ

の粉
こな

、練
ね

ってつくっためえ玉
だま

を、
軒
のき

先
さき

にさして蚕
かいこ

の無
ぶ

事
じ

祈
いの

る。
終
お

わればみなでめえ玉
だま

を、汁
しる

粉
こ

に入
い

れて食
た

べるんだ。
「どうせ食

た

べんなら、ひと足
あし

先
さき

にいただくべえ」
「にいちゃん、よそんちのめえ玉

だま

とったらだめだんべえ」

11
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──子
こ

どもたちの役
やく

目
め

──

カチカチカチカチ火
ひ

の用
よう

心
じん

、拍
ひょう

子
し

木
ぎ

鳴
な

らして火
ひ

の用
よう

心
じん

。

冬
ふゆ

になったら火
ひ

の用
よう

心
じん

、おとなも子
こ

どもも夜
よ

回
まわ

りに。
真
ま

冬
ふゆ

の夜
よる

は空
くう

気
き

も凍
こお

る。
ドテラに手

て

袋
ぶくろ

マフラーで、寒
さむ

さこらえて火
ひ

の用
よう

心
じん

。
口
くち

からはき出
だ

す白
しろ

い息
いき

、かじかむ手
て

にかけ火
ひ

の用
よう

心
じん

。
足
あし

もと見
み

ればクワの木
き

が、枝
えだ

をしばられ並
なら

んでる。
冬
ふゆ

にこうしてしばっておけば、刈
か

りよい枝
えだ

に成
せい

長
ちょう

し、
たくさん緑

みどり

の葉
は

をつける。
夜
よ

回
まわ

り終
お

わって詰
つ

め所
しょ

にもどりゃ、
とうちゃん酒

さけ

飲
の

んで高
たか

イビキ。

寒
さむ

い冬
ふよ

にも楽
たの

しみあるぞ。
ワラシビ焼

や

いてたき火
び

する。
煙
けむり

モクモク、いびいけど、あたりゃ体
からだ

はあたたかい。
ついでにイモや山

やま

栗
ぐり

くべりゃ、腹
はら

もみたされあたたかい。
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──いろりで晩
ばん

ごはん──

寒
さむ

くなったらいろり端
ばた

、家
か

族
ぞく

がみんなせいぞろい。
今
き ょ う

日の晩
ばん

メシ、おっきりこみだ。
かあちゃん上

じょう

手
ず

にうどん打
う

ち、切
き

ってはなべにほうりこむ。
グツグツグツグツ音

おと

を立
た

て、煮
に

えたらちょうど食
た

べごろに。
太
ふと

さ長
なが

さはバラバラだけど、味
あじ

がしみててそりゃうめえ。
ひと晩

ばん

おいて朝
あさ

食
く

えば、なお味
あじ

しみて、またうめえ。

いろりの中
なか

は宝
たから

の山
やま

だ。
ばあちゃん重

おも

い石
いし

うすで、モロコシひいて粉
こな

つくる。
その粉

こな

練
ね

ったモロコシまんじゅう、いろりの灰
はい

にもぐってる。
それを取

と

りだし灰
はい

はらい、ハフハフハフハフ食
た

べるんだ。
おっとこっちにゃイモがある。
めざしも焼

や

けていいにおい。
ウトウトしていたねむりネコ、それをかぎつけ目

め

をさます。

15
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──秩
ちち

父
ぶ

のシンボル──

秩
ちち

父
ぶ

じまんは数
かず

々
かず

あれど、なかでも荒
あら

川
かわ

、武
ぶ

甲
こう

山
ざん

、
秩
ちち

父
ぶ

神
じん

社
じゃ

ははずされぬ。
荒
あら

川
かわ

見
み

おろす武
ぶ

甲
こう

山
ざん

、秩
ちち

父
ぶ

神
じん

社
じゃ

の神
かみ

宿
やど

る。
そして宝

たから

の岩
いわ

も生
う

む。
山
やま

からとれる石
せっ

灰
かい

岩
がん

、人
ひと

のくらしをささえてる。
石
せっ

灰
かい

岩
がん

からセメントできる。
セメントなければビル建

た

たぬ、橋
はし

も道
どう

路
ろ

もできはせぬ。
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の昔
むかし

から、採
さい

掘
くつ

はじまり今
いま

もなお、
つづいて掘

ほ

られる石
せっ

灰
かい

岩
がん

。
荒
あら

川
かわ

くだった東
とう

京
きょう

の、高
こう

層
そう

ビルに高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

、
それをつくったセメントを、生

う

みだす武
ぶ

甲
こう

の石
せっ

灰
かい

岩
がん

。
だけどお山

やま

はそんなこと、じまんもせずにただそびえ、
今
き ょ う

日も秩
ちち

父
ぶ

をながめてる。

17
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「ドンドコドコドコピーヒョロロ、師
しわ

走
す

にひびくふえたいこ。
ホーリャイホーリャイ声

こえ

かけて、大
おお

きな山
だ

車
し

をひきまわす、秩
ちち

父
ぶ

夜
よまつり

祭日
に

本
ほん

一
いち

。

その名
な

も高
たか

い夜
よ

祭
まつり

は、秩
ちち

父
ぶ

地
ち

方
ほう

の総
そう

鎮
ちん

守
じゅ

、秩
ちち

父
ぶ

神
じん

社
じゃ

の例
れい

大
たい

祭
さい

。
収
しゅう

穫
かく

をもたらす武
ぶ

甲
こう

の伏
ふく

流
りゅう

水
すい

、山
やま

に感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちこめ、毎
まい

年
とし

師
し

走
わす

に開
ひら

かれる。
なかでも見

み

せ場
ば

の大
たい

祭
さい

は、力
ちから

じまんの猛
も

者
さ

たちが、笠
さか

鉾
ほこ

・屋
や

台
たい

を引
ひ

きまわす。
いちばん難

なん

所
しょ

は団
だん

子
ご

坂
ざか

、一
いっ

気
き

に坂
さか

を引
ひ

き上
あ

げて、秩
ちち

父
ぶ

魂
だましい

見
み

せつける。
夜
よ

空
ぞら

に花
はな

火
び

も打
う

ち上
あ

がり、大
だい

歓
かん

声
せい

がわきおこる。

秩
ちち

父
ぶ

夜
よ

祭
まつり

あるときは、秩
ちち

父
ぶ

じゅうから人
ひと

が来
く

る。野
の

こえ山
やま

こえ人
ひと

が来
く

る。
電
でん

車
しゃ

や車
くるま

がないころは、みんな歩
ある

いてやってきた。
朝
あさ

も早
はや

くに家
いえ

を出
で

て、峠
とうげ

をいくつもふみこえて、夜
よ

祭
まつり

めざしてやってきた。
今
いま

も昔
むかし

も夜
よ

祭
まつり

は、秩
ちち

父
ぶ

っ子
こ

の宝
たから

物
もの

。未
み

来
らい

につなぐ宝
たから

物
もの

。

──秩
ちち

父
ぶ

夜
よ

祭
まつり

──

19



20

未
み

　来
ら い

「水
みず

・緑
みどり

あふれる豊
ゆた

かな秩
ちち

父
ぶ

」

「水
みず

・緑
みどり

あふれる豊
ゆた

かな秩
ちち

父
ぶ

」浅
あさ

海
うみ

美
み

琴
こと

（荒川東

小学校 4年）◀うら山ダムから見おろした景色
が印象的で、たくさんの山が町を守っているよ
うに見えました。たくさんの山に囲まれて空気
も水もきれいな秩父がずっと続きますように。
「未

み

来
らい

の秩
ちち

父
ぶ

の自
し

然
ぜん

」牛
うし

木
き

優
う

多
た

（南小学校 5年）　
▶車の代わりに虫に乗ることではいきガスを少
なくします。そしてビルが建っても武甲山は未
来でも変わらず残っていてほしいという気持ち
でかきました。
「羊
ひつじ

山
やま

から見
み

た武
ぶ

甲
こう

山
ざん

」工
く

藤
どう

亜
あ

音
お

（原谷小学校6年）　
▶見たままに、すこし変えて描きました。未来
もそんなに武甲山は変わらないと思ったのでふ
つうに描こうと思いました。

「未
み

来
らい

のミューズパーク」ブリンクマンかえで
（大田小学校 3年）▶みらいのミューズパークを
かきました。くるまをかりられて、それがふね
になってあらかわにいったり、ひこうきになっ
てぶこうざんにいったりできたらすてきだなと
思いました。いろいろなかんこうきゃくがきて
くれるちちぶになってほしいです。
「さかなつり」根

ね

岸
ぎし

祐
ゆう

太
た

（南小学校 1年）▶ぼく
がおおきくなっても水のきれいなちちぶでいて
ほしいとおもいました。そして川にさかながた
くさんすめるちちぶでいてほしいとおもいました。
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の　秩
ち ち

　父
ぶ

　を　え　が　こ　う

「未
み

来
らい

の秩
ちち

父
ぶ

の自
し

然
ぜん

」

「さかなつり」「未
み

来
らい

のミューズパーク」

「羊
ひつじ

山
やま

から見
み

た武
ぶ

甲
こう

山
ざん

」
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「動
どう

物
ぶつ

のいる風
ふう

景
けい

」

「しぜんいっぱい　ちちぶ」

「動
どう

物
ぶつ

のいる風
ふう

景
けい

」関
せき

根
ね

佑
ゆう

実
み

（尾田蒔小学校 4年）◀
お父さんと武甲山に登った時に見たシカを描きまし
た。悪いことをしないで、みんな仲よくくらせたら
いいなと思ってかきました。
「しぜんいっぱい　ちちぶ」山

やま

谷
や

雅
か

音
のん

（影森小学校3年）　
◀武甲山としぜんをかきました。武甲山に、ずっと
しぜんがあってほしいから。
「登

のぼ

ってみたいなロープウェーで　武
ぶ

甲
こう

山
ざん

」坂
さか

本
もと

佳
か

音
のん

（荒川西小学校 1年）▶東京タワーやスカイツリー
を見て、秩父にもあったらいいなあと思って、タワー
を描きました。武甲山、頂上からの景色はとっても
きれいだから、ロープウェーがあればもっとたくさ
んの人が見られると思ったから。
「夢

ゆめ

の国
くに

ちちぶ」田
た

澤
ざわ

澪
れ

奈
な

（尾田蒔小学校 2年）▶く
ものぶらんことにじのすべりだいとてんとうむしの
ジェットコースターと７いろのかわとうさぎ、くま、
ねずみと、やまと、くさと、きと、かぶとむしと、ちょ
うちょと、ふんすい、かんらんしゃ。ちちぶはしぜ
んがおおいので、ゆめのゆうえんちができたらいい
なと思いました。
「過

か

去
こ

と未
み

来
らい

」冨
とみ

田
た

百
もも

香
か

（大田小学校 4年）▶昔は、
秩父は海だった話があったので、未来は海と山と町
がいっしょになれればいいな～と思ってかきました。
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「登
のぼ

ってみたいなロープウェーで　武
ぶ

甲
こう

山
ざん

」

「夢
ゆめ

の国
くに

ちちぶ」

「過
か

去
こ

と未
み

来
らい

」
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ぎょう

事
じ

のひとつ（p10）　めえ玉
だま

さし……米
こめ

やトウモロコシ
の粉

こな

などをだんごにして木
き

の枝
えだ

にかざり付
つ

ける、正
しょう

月
がつ

の行
ぎょう

事
じ

（p10）　ワラシビ……わら
しべ、稲

いね

のワラ（p13）　いびい……けむいこと（p13）　おっきりこみ……小
こ

麦
むぎ

粉
こ

を練
ね

っ
た麺

めん

を野
や

菜
さい

などと煮
に

込
こ

んだ料
りょう

理
り

（p14）　総
そう

鎮
ちん

守
じゅ

……地
じ

元
もと

のいくつもの守
まも

り神
がみ

をたばねる
神
じん

社
じゃ

（p18）

企画制作

一般社団法人鎮守の森コミュニティ推進協議会
（宮下佳廣、鳥海正美、萩原循、成田芳生）
秩父ふるさと絵本製作委員会
（中谷亨、倉林民雄、高橋孝一、吉川照章）

企画制作協力

NPO法人　秩父まるごと博物館
秩父神社
埼玉県立秩父農工科学高等学校
秩父市
公益社団法人日本環境教育フォーラム

監修

広井良典（京都大学こころの未来研究センター教授）

心象図法指導

上田洋平（滋賀県立大学地域共生センター助教）

読み聞かせ指導

安冨ゆかり（JPIC 読書アドバイザー／絵本専門士）

協力

浅見美智代、新井公夫、新井菜々美、井上ヤスコ、
今井教夫、牛木克輔、生方俊典、梅田晶子、江田治雄、
江野君江、大海七重、奥野勇、小幡喜一、加藤雄大、
加茂下陽造、木村清、木村泰寛、清野和彦、小林健
一、小林健介、真田勉、設楽幸男、島上絹子、清水
史郎、菅原勝、関根スミ子、高岡由紀子、高野和之、
千島裕美子、手島孝、中谷美也子、成山博子、馬場
宮子、原美智枝、堀口トキコ、松葉ひろ美、松本隆
太郎、三上宗二、宮城麻由、山中正彦、横田誠治
（五十音順）

「つなげよう、支
ささ

えよう森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

」プロジェクトとは？
　きれいな空

くう

気
き

と澄
す

んだ水
みず

、美
うつく

しく心
ここ

地
ち

よい緑
みどり

、安
あん

全
ぜん

でおいしい食
た

べもの。私
わたし

た
ちの暮

く

らしに欠
か

かせないこれらの恵
めぐ

みは、森
もり

・里
さと

・川
かわ

・海
うみ

のつながりが生
う

み出
だ

し
たものです。しかし今

いま

、そのつながりが急
きゅう

速
そく

に失
うしな

われています。
　大

おとな

人も子
こ

どもも、都
と

市
し

も地
ち

方
ほう

も、みんなで森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

を支
ささ

える社
しゃ

会
かい

をつくること
ができれば、森

もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

からの恵
めぐ

みはいつまでももたらされ、私
わたし

たちは心
こころ

豊
ゆた

かに暮
く

らせるようになります。そんな思
おも

いから、環
かん

境
きょう

省
しょう

では 2014 年
ねん

12 月
がつ

に「つなげよ
う、支

ささ

えよう森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

」プロジェクトを始
し

動
どう

し、行
ぎょう

政
せい

、関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

、企
き

業
ぎょう

、専
せん

門
もん

家
か

など様
さま

々
ざま

な人
ひと

たちと協
きょう

力
りょく

して、地
ち

域
いき

を元
げん

気
き

にする取
と

り組
く

みを行
おこな

っています。

※プロジェクトHPはこちら
　https://www.env.go.jp/nature/morisatokawaumi/

《森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

ふるさと絵
え

本
ほん

》『ありがとう あらかわ―秩
ちち

父
ぶ

市
し

―』は、
こうしてつくられました
　絵

え

本
ほん

は、荒
あら

川
かわ

の上
じょう

流
りゅう

と下
か

流
りゅう

であり、姉
し

妹
まい

都
と

市
し

である秩
ちち

父
ぶ

市
し

と荒
あら

川
かわ

区
く

それぞれの
ふるさとの記

き

憶
おく

から荒
あら

川
かわ

の恵
めぐ

みと地
ち

域
いき

の生
せい

活
かつ

を考
かんが

えるために、「つなげよう、支
ささ

えよう森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

」プロジェクトの一
ひと

つの取
と

り組
く

みとして制
せい

作
さく

したものです。
　絵

え

本
ほん

づくりは、関
かん

東
とう

平
へい

野
や

を流
なが

れる荒
あら

川
かわ

が人
ひと

々
びと

の暮
く

らしにどんな恵
めぐ

みをもたらし
てきたのだろうといった思

おも

いをめぐらせることからスタートしました。
　荒

あら

川
かわ

の恵
めぐ

みとふるさとの記
き

憶
おく

を復
ふく

元
げん

するため、地
ち

域
いき

に暮
く

らす老
ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

が集
つど

い、
それぞれの五

ご

感
かん

体
たい

験
けん

・生
せい

活
かつ

体
たい

験
けん

に関
かん

する記
き

憶
おく

を語
かた

り合
あ

いながら、有
ゆう

識
しき

者
しゃ

の指
し

導
どう

の
もとに人

ひと

々
びと

の心
こころ

の底
そこ

にしみついたふるさとの記
き

憶
おく

を言
こと

葉
ば

に置
お

きかえていきました。
　絵

え

本
ほん

は、こうしてつむぎ出
だ

された多
おお

くの言
こと

葉
ば

が絵
かい

画
が

化
か

され、地
ち

域
いき

に暮
く

らす老
ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

の数
かず

々
かず

の記
き

憶
おく

が凝
ぎょう

縮
しゅく

されたものとなりました。
　また、地

ち

域
いき

の子
こ

どもたちによる「未
み

来
らい

の秩
ちち

父
ぶ

」をイメージした絵
かい

画
が

作
さく

品
ひん

が巻
かん

末
まつ

を飾
かざ

っています。
　自

し

然
ぜん

とそこに生
い

きる人
ひと

々
びと

の関
かか

わりについて、過
か

去
こ

の記
き

憶
おく

をたどり未
み

来
らい

に思
おも

いを
馳
は

せることで、現
げん

在
ざい

の私
わたし

たちの暮
く

らしがより豊
ゆた

かになることの一
いち

助
じょ

になれば幸
さいわ

い
です。



荒
あら

川
かわ

は、秩
ちち

父
ぶ

市
し

の１てきの水
みず

からスタートします。埼
さい

玉
たま

県
けん

を横
よこ

切
ぎ

って、東
とう

京
きょう

の荒
あら

川
かわ

区
く

を通
とお

り、東
とう

京
きょう

湾
わん

のゴールまで173km。
はるかな昔

むかし

から、人
ひと

びとは荒
あら

川
かわ

のめぐみを受
う

けてくらしてきました。

巴
ともえ

川
がわ

橋
ばし

公
こう

園
えん

橋
ばし

源
げん

流
りゅう

秩
ちち

父
ぶ

橋
ばし

武
ぶ

甲
こう

山
ざん

秩
ちち

父
ぶ

神
じん

社
じゃ

秩
ちち

父
ぶ

セメント工
こう

場
じょう

長
なが

瀞
とろ

渓
けい

谷
こく

秩
ちち

父
ぶ

鉄
てつ

道
どう

西
せい

武
ぶ

秩
ちち

父
ぶ

線
せん

─荒
あ ら

川
か わ

をはじまりから海
う み

まで見
み

わたしてみた！─

彩
さい

湖
こ

岩
いわ

淵
ぶち

水
すい

門
もん

都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

日
にっ

暮
ぽ

里
り

駅
えき

あらかわ遊
ゆう

園
えん

千
せん

住
じゅ

大
おお

橋
はし

松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

像
ぞう

三
み

河
かわ

島
しま

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

諏
す

方
わ

神
じん

社
じゃ

東
とう

京
きょう

スカイツリー
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東
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京
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湾
わん




